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細川真理子さん死去 元札幌こどもミュージカル育成会会長 

2020-07-15 | アイヌ民族関連 

北海道新聞 07/14 20:56 更新 

細川 真理子さん（ほそかわ・まりこ＝元札幌こどもミュージカル育成会会長）８日午前１１時５３分、誤えん

性肺炎のため死去、８８歳。長崎市出身。葬儀は近親者のみで行った。喪主は夫忍（しのぶ）さん。後日、記

念会を開く予定。 

８１年に札幌こどもミュージカル育成会を設立し、会長に就任。アイヌ民族や平和を題材にした創作ミュー

ジカルを作り、小中学生に踊りや歌を指導。東京やポーランドなど国内外で上演した。同会は１１年に道功労

賞を受賞、１５年に解散した。 https://www.hokkaido-np.co.jp/article/440511 

 

https://blog.goo.ne.jp/ivelove/e/6fd7c30dfd2e596084f1cc6542d73a53 

こどもミュージカル３０年 細川真理子さん 

2011-10-28 | アイヌ民族関連 

朝日新聞 2011年 10月 26日 

●札幌で創作「こどもミュージカル」活動３０年 細川 真理子さん（８０） 

「心と体を育てる教育の場です」。自らが会長を務める「札幌こどもミュージカル育成会」をこう言い表す。１９

８１年の活動開始以来、人間と自然の共生やアイヌ民族の文化をテーマにした創作ミュージカルを国内外で

上演してきた。現在、小学生を中心に約５０人を率いる。会は２５日、道功労賞を贈られた。 

長崎県出身。父が牧師だったこともあり、幼い頃は「オルガンを無理やり習わされた」。だが戦時中、ひもじ

く、敵の攻撃におびえていた時、「自分を慰めてくれたのは音楽だった」。 

結婚して北海道に移住。アイヌ民族の萱野茂さんに出会い、アイヌ語に触れた。「リズム感があり、音楽そ

のもの」。近所の子どもを集め、アイヌ文化を織り込んだミュージカルを上演したのが、会の始まりだ。 

活動を続けて３０年。手応えを改めて感じる出来事があった。東日本大震災後、メンバーの一人が「（被災者の

ために）何かをしたい」と言ってきた。「あなたに何ができるの？」と尋ねると、「一生の友達になってあげられる」。 

その言葉に感激し、被災地へのメッセージを音楽に込めた演舞を、６月のＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りで披露

した。「人のために何かをしたいという心。『友達になる』というのは、お金には換えられない慰め。会をやって

きて良かった」と優しく笑った。（浦島千佳） 

http://mytown.asahi.com/hokkaido/news.php?k_id=01000951110260001 
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アイヌ文化を新国立劇場で上演する細川さん(読売新聞) 

2009-09-22 00:00:00 | アイヌ民族関連 

アイヌ文化を新国立劇場で上演する細川さん 撮影・山本高裕 

アイヌ文化をテーマにしたミュージカルを新国立劇場で催す細川真理子

（ほそかわまりこ）さん（７８） 

札幌で「こどもミュージカル育成会」を主宰し、１０月６、７日に子供たち約

４０人とともに、東京・新国立劇場の舞台に立つ。 

上演する「ひとつのおわんでトゥミクミク」は、アイヌ民族と神とのふれあいを描いた創作劇。２００６年春にロ

ーマ法王・ベネディクト１６世に賛美歌を披露したのに次ぐ大舞台で、「自然との共生など、アイヌ民族の精神

を伝えたい」と意欲をみせる。 

長崎の牧師の娘に生まれ、薬剤師として上京。４２年前に夫の故郷・札幌市に移り、友人と訪れたアイヌの

里、北海道平取町の二風谷で、アイヌの世界に初めて接した。その後、民族の虐げられた歴史を学んでいく

うちに、「差別解消のため、少しでも力になりたい」と思うようになった。 

ミュージカル主宰者に転じたのは、「アイヌ民族に息づく世界を、体全体を使って子供たちに学んでほしい」

との思いからだ。以来約３０年間、支援者からの寄付などを頼りに活動を続けてきた。１０月の公演はその集大

成。「下手でもいいから一生懸命演じてほしい」と教え子たちにエールを送る。（北海道支社 伊佐治真樹史） 
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先住民族の舞踏劇に出演したアイヌ民族 松平亜美（まつだいら・つぐみ）さん 

2018-01-07 | アイヌ民族関連 

北海道新聞 01/06 09:02 

昨年１１、１２月に札幌市内で開かれた世界６カ国の先住民族の芸術祭で、グリーンランドの先住民族の女

性の半生を描いた舞踏劇に、アイヌ民族の女性として特別出演した。舞踏劇はポーランドの劇団が上演。そ

の後の東京公演にも出向き、「舞台は初めてで緊張したけど、人としての自信がついた」とほほ笑む。 

生まれも育ちも札幌。幼少期から母に連れられてアイヌ民族のイベントなどに通っていた。ただ、中学、高

校時代以降はほとんど参加しなくなり、飲食店や服飾店で働き始めてからは、自身のルーツを意識することも

なくなったという。 

ところが、昨年の夏ごろから母に誘われて札幌の伝統舞踊団体の活動に参加し始め、何度か通ううちに楽

しくなった。と同時に、アイヌ民族としての意識にも目覚めた。「若者が受け継いでいかないと、この文化はなく

なる。アイヌ民族の女性として生きていこう」 

舞踏劇は先住民族の女性が強制移住などで国策に翻弄（ほんろう）される内容。舞台では、天井から数十

本のナイフがぶらさがる中をアイヌ民族の衣装を着て歩き、「味わったことはないけど、差別などで生きづらさ

を感じている様子を表現した」と振り返る。 

舞踏劇を上演した劇団からはポーランド公演に招待されている。「人前で踊ったり演じたりする活動は面白

い。歴史や文化に関する知識をもっと深め、より多くの人にアイヌ文化を伝えていきたい」。２６歳。（村田亮） 

https://www.hokkaido-np.co.jp/article/155261 
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＜北海道＞色丹島で戦後初めてアイヌ伝統儀式による慰霊 

2019-05-30 | アイヌ民族関連 

HTB 5/29(水) 19:18配信 

２７日に戻った色丹島へのビザなし交流では、いつもとは少し違う光景がありました。色丹島の日本人墓地

にあるアイヌ民族の墓の前で戦後初めて、アイヌ様式の供養が行われました。 

今月２５日、色丹島に到着したビザなし訪問団。現地では２日間、ロシア人住民との交流や墓参が行われま

した。その墓参に特別な思いを持った人がいました。札幌アイヌ協会の多原良子さんです。色丹島に千島列

島に住んでいたアイヌ民族の墓があると聞いて、初めて訪問団に参加しました。多原さんは「アイヌの御霊に

お参りをきょうここまで来て、できて嬉しい」と話しました。 

多原さんを墓まで案内したのは元島民の石井守さん（７５）です。３歳まで色丹島で暮らした元島民で、島を

訪れるたびに千島アイヌの墓地も慰霊してきました。 

石井さんは「昔アイヌがあったんだわ、神社の横に長屋、そこに２３、４人いたかな。一番端の方で私の親が

育てられた」と多原さんに伝えました。 

石井さんの父、徳雄さんを養子として育てたのは、千島アイヌの夫婦です。千島列島に住むアイヌの人々

は、明治政府によって色丹島に強制移住させられた歴史があります。父親の徳雄さんも、生前、墓参団に参

加し、千島アイヌへの感謝の思いから、島を訪れるたびに手を合わせてきました。その話を聞いた多原さんは

「まさか石井さんのお父さんがアイヌに育てられて、そこにコタンがあったなんて考えてもみなかったし、クリル

の墓があると聞いてお参りできてよかった」と話しました。 

戦後７４年、過去の墓参でアイヌ様式による供養が行われたという記録は残っていません。多原さんは、石

井さんにもゆかりのある千島アイヌの墓前で「メノコイチャルパ」、先祖への祈りを捧げました。 

https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20190529-00000014-htbv-hok 

 

 

アイヌ民族関連報道クリップ https://blog.goo.ne.jp/ainunews/e/ed0f4890c83683788cabf040d5789f5e 

ロシアに初のアイヌ民族団体 カムチャツカの１２人（北海道新聞） 

2008-04-02 08:26:00 | アイヌ民族関連 

ロシアに初のアイヌ民族団体 カムチャツカの１２人（04/02 08:26） 

【ユジノサハリンスク１日津野慶】ロシア・カムチャツカ地方でアイヌ民族を名乗る住民十二人が民間団体「ア

イヌ」を設立、ロシア政府に先住民族としての認定を求める文書を一日までに、同地方議会を通じて提出した。

十二人は旧ソ連時代、サハリンなどからカムチャツカへ強制移住させられたと主張。道内のアイヌ民族関係者

との交流も望んでいる。 

アイヌ民族の団体設立はロシア初とみられる。代表はペトロパブロフスクカムチャツキー市の建設会社社長

アレクセイ・ナカムラさん（４２）。これまで迫害を恐れてアイヌ民族を名乗ることはなかったが、伝統の消滅を恐

れ、同じ境遇の仲間と団体を設立したという。 

戦前、サハリンなどに居住していたアイヌ民族は終戦当時、旧ソ連によって「日本人」として扱われ、大半が

北海道などに渡ったとされる。このため旧ソ連、ロシア政府はこれまで、先住少数民族としてのアイヌ民族の存

在を、公式には認めていなかった。 

ナカムラ代表は日本名オシロー、父の名はケイゾウ。終戦まで日本領だったサハリン南部の泊居（トマリ）や

大泊（コルサコフ）に住んでいたが一九六八年、カムチャツカ地方北部の集落に強制的に移された。「日本の

姓を名乗り続けたのが原因ではないか」という。 

会員には、千島列島出身で、戦争中に旧ソ連軍の捕虜になりカムチャツカに送られた「スズキ」姓の人もいる。 

両親の出生証明書などの文書がなく、認定の手続きは難航している。活動を支援するカムチャツカ地方議会

のタチヤーナ・ロマーノワ先住少数民族担当委員長は「サハリン州議会にも協力を求めた」と話す。ナカムラ代表

は、漁労を中心としたアイヌ民族の居住地「コタン」の再生を目指し「北海道のアイヌ文化にも学びたい」と話す。 

札幌大文化学部の川上淳准教授（北方・千島史）は「アイヌ民族がカムチャツカに強制移住させられたとい

う話は初めて聞いた。旧ソ連時代の情報は少なく証明は難しいが、日本名を名乗っている点など信頼性はあ

ると思う」と話している。 
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＜北海道＞アイヌ研究者の功績たたえ ピウスツキ没後１００年 

2018-07-30 | アイヌ民族関連 

HTB 7/29(日) 21:01配信 

アイヌ民族の先駆的な研究で知られるポーランドの人類学者ブロニスワフ・ピウスツキの没後１００年を記念

したイベントが北大で開催されました。 

ピウスツキはロシア支配下だったポーランドで政治犯としてサハリンに流刑され、その後の生涯をアイヌ研

究に捧げました。アイヌの女性を妻とし、アイヌ民族の肉声を記録するなどの詳細な研究は高く評価されてい

ます。駐日ポーランド大使館のマリア・ジェラフスカ所長は「来年は日本との国交樹立１００年。中でも北海道

はピウスツキが何度も訪れて研究した長いつきあいが続いている大切な場所です」とあいさつしました。参加

者は識者による講演やポーランドで放送されたドキュメンタリー番組の上映などで研究を振り返り、改めてその

功績をたたえました。 

https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20180729-00000006-htbv-hok 

 

https://blog.goo.ne.jp/ivelove/e/7205e5d496352895e1ce6389f26bca33 

アイヌ民族研究者ピウスツキの没後 100年で慰霊式 

2018-05-18 | アイヌ民族関連 

HTB北海道テレビ 2018/05/17(木) 19:11 掲載 

https://www.youtube.com/watch?v=6IgCp4p9k5Q 

ポーランドのアイヌ民族研究者、ブロニスワフ・ピウスツキの没後 100年の慰霊式が、ポーランド大使館の領

事も参加して胆振の白老町で行われました。 

ピウスツキは初期の蓄音機・蝋管を使ってアイヌ民族の肉声を録音するなど世界的なアイヌ研究者として知

られています。白老町にもひと月ほど滞在したことから胸像が建てられていて、没後 100年の命日にあたる 17

日は、伝統舞踊などカムイノミの儀式を行い、慰霊をおこないました。 

https://www.htb.co.jp/news/archives_1377.html 

 

https://blog.goo.ne.jp/ivelove/e/49df6e6c2be60faf9e1b7b78a66e49b0 

アイヌ民族首長「バフンケ」の遺骨返還へ 北大、遺族の要請受け 

2018-07-24 | アイヌ民族関連 

北海道新聞 07/24 02:25 更新 

昭和初期に樺太（サハリン）から研究者が持ち出したアイヌ民族の首長バフンケ（１８５６～１９２０年ごろ、日

本名・木村愛吉）の遺骨が、北大から遺族に返還される見通しとなった。北大はこれまで、身元が特定できた

３４体の遺骨のうち４体を地元のアイヌ民族関係団体に引き渡した。バフンケの遺骨は３４体の一つで、写真

や逸話が残る有力者の遺骨返還は初めて。 

バフンケは明治時代、漁業などで財を成し、樺太の東海岸の「アイ」と呼ばれたコタン（集落）の首長を務め

た。言語学者の金田一京助や、アイヌ民族の先駆的研究で知られるポーランド人学者ブロニスワフ・ピウスツ

キの書籍などに記録がある。ピウスツキは、バフンケのめいのチュフサンマと結婚した。 

北大が２０１３年に公表した遺骨収集の調査報告書によると、バフンケの遺骨は１９３６年（昭和１１年）８月、

当時の北海道帝国大（現北大）の医学部が、樺太南部の栄浜村相浜のアイヌ民族の墓地から解剖学の研究

資料として収集したとされる。 

遺骨の受取人は、ピウスツキとチュフサンマの孫で横浜市の会社経営木村和保（かず やす）さん（６３）。

知人の研究者から北大に祖先の遺骨が保管されていると聞き、返還を申し入れた。返還の具体的な日程は

今後、大学側と協議する。木村さんは「遺骨は戻ってきても収集の詳しい経緯は分からないまま。北大には謝

罪と誠実な説明を求めたい」と話す。 

アイヌ民族の遺骨は国内１２大学や博物館などに１６００体以上あるとされ、国外の博物館などにも保管されて

いる。北大が身元を特定した３４体のうち、日高管内浦河町の４体は昨年１０月、アイヌ民族有志の団体「コタン

の会」に返還された。８月には、十勝管内浦幌町の１３体が浦幌アイヌ協会に引き渡される予定だ。（斉藤千絵） 

https://www.hokkaido-np.co.jp/article/211550 
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樺太アイヌの遺骨 初返還へ(動画） 

2018-07-31 | アイヌ民族関連 

NHK 07月 30日 18時 28分 

戦前、北海道大学が樺太、今のサハリンから研究のため掘り出したアイヌの有力者の遺骨が返還されること

になりました。 

日本の大学が樺太で掘り起こしたアイヌの遺骨が遺族のもとに戻るのは初めてとなります。 

遺骨が返還されるのは、樺太の東海岸にあったアイヌの集落、「アイコタン」をとりまとめていた有力者バフ

ンケ、日本名、木村愛吉です。 

北海道大学の医学部が昭和１１年、研究資料として樺太のバフンケの墓を掘り起こし学内で保管していま

した。 

北大ではアイヌの遺骨を返還する政府の方針を受け、おととしから遺骨の情報をインターネットなどで公開

したところ、神奈川県の木村和保さんがバフンケの兄のひ孫にあたることがわかり、３０日、返還に向けた話し

合いを行いました。 

話し合いは非公開で行われましたが、この中で大学側は遺骨が掘り起こされた経緯などについて詳細に説

明したということで、木村さんは返還を受け入れることにしたということです。 

今後木村さんは、遺骨の埋葬場所などを決めるなどした上で出来るだけ早く遺骨を受け取ることにしています。 

木村さんは、「親族の遺骨が掘り出されたことを８０年もたってから知ることになったが、遺骨は確実に葬れ

るようにしたい」と話しています。 

返還が実現すれば日本の大学が樺太で掘り起こしたアイヌの遺骨が遺族のもとに戻るのは初めてとなります。 

https://www3.nhk.or.jp/sapporo-news/20180730/0001915.html 
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樺太アイヌ 遺族会設立 「遺骨は末裔が慰霊・供養」 ／北海道 

2018-06-04 | アイヌ民族関連 

毎日新聞 2018年 6月 4日 地方版 

旧樺太（サハリン）に暮らしていた樺太アイヌ（エンチウ）の子孫らが３日、大学や研究機関などに、研究材

料として保管されているアイヌ遺骨の返還を目的とする「エンチウ遺族会」を設立した。 

遺族会は、政府による遺骨の集約に反対し、樺太アイヌの遺骨はその子孫が引き取るべきだとして、団体と

して遺骨返還を求めていく。返還された場合は適切に慰霊、供養し、旧樺太で再埋葬することも含め検討す

る。当面は樺太アイヌ（エンチウ）協会の会員ら２０人が中心となって活動し、会長には同協会の田沢守会長

が就いた。 

政府は今年５月、北海道大など全国の大学が保管するアイヌ遺骨について、これまで遺族のみとしていた

返還の対象を、出土した地域に縁のあるアイヌ団体にも広げる方針を決めた。一方、身元不明や引き取り手

がない遺骨は、２０１９年秋にも白老町に完成予定の慰霊施設に集約するとしている。 

田沢会長は「国の政策では樺太アイヌについては触れられてもいない。エンチウ（樺太アイヌ）の遺骨はエ

ンチウの末裔（まつえい）が引き取って慰霊・供養すべきで、当事者として意思を表明し行動しないといけない」

と話した。【安達恒太郎】 

https://mainichi.jp/articles/20180604/ddl/k01/040/123000c 
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https://blog.goo.ne.jp/ivelove/e/1be3883ff1d6475f3b3d557745370d36 

史実とフィクションに議論 川越宗一さんの「熱源」（北海道新聞 2020/01/16 05:00） 

直木賞を受賞した川越宗一さんの「熱源」について、文学作品としての面白さや北海道のアイヌ民族とは異

なる樺太アイヌに注目した点を評価する声が上がった。史実とフィクションの混在する記述が誤解を招きかね

ないとの意見もある。 

作家の池澤夏樹さんは「白瀬矗（のぶ）の南極探検隊に犬の世話係として参加したことで知られる樺太アイ

ヌの山辺安之助（やまべやすのすけ）を主人公とし、知られるかぎりのファクト（事実）を基準点として、その隙

間を想像で埋めている作品だ」と指摘する。「友人で言語学者の金田一京助、ポーランド出身の民俗学者ブ

ロニスワフ・ピウスツキも登場し、山辺が白瀬隊のパトロンだった大隈重信と会話する場面もある。一個の英傑

の生涯を書いて、周辺の人々をも大きく動かし、フィクションの部分の作りも大胆で、先を追って読ませる力は

充分ある」と魅力を語る。 

樺太アイヌ語の監修などで取材協力した村崎恭子・元横浜国立大教授も「これまであまり注目されてこなか

った樺太アイヌにスポットライトを当てたことを評価したい。フィクションではあるが、実在した樺太アイヌの人た

ちを生き生きと描いた」と受賞を喜ぶ。 

一方、ピウスツキ研究の第一人者の井上紘一北大名誉教授は「作品自体は面白いが、例えばクマ送りに

山辺保之助ら主な登場人物が一緒に参加している場面などは事実ではなく、セーヌ川に投身自殺したという

説が有力なピウスツキが銃で撃たれる場面もある。特に重要なフィクション部分は解説などを加えるとよいので

はないか」と話している。（中村康利） https://www.hokkaido-np.co.jp/article/383576 

 

https://blog.goo.ne.jp/ivelove/e/a54347ba7e594bd8a23582c081557c91 

アイヌ遺骨 返還訴訟ドキュメンタリー 海外映画祭で受賞（毎日新聞 2018年 8月 11日 08時 42分） 

北海道日高地方のアイヌ民族の有志団体「コタンの会」と市民団体「北大開示文書研究会」が、北海道大に遺

骨返還を求めた訴訟を追ったドキュメンタリー映画「八十五年ぶりの帰還 アイヌ遺骨 杵臼（きねうす）コタンへ」

が、７月末にスペインで開催された「マドリード・アジア国際映画祭」で、最優秀ドキュメンタリー作品賞を受賞した。 

映画は、浦河町杵臼地区の墓地から掘り出された親族の遺骨の返還を求め、北大を訴えた札幌市の小川

隆吉さん（８２）らの映像を中心に、提訴前から返還された遺骨の埋葬までを追った。 

２０１２年９月の提訴前に小川さんらが北大を訪問したが、学長との面談がかなわなかった場面や、１６年３

月の和解後の記者会見の様子などを記録。また原告の一人で、訴訟中に亡くなった城野口ユリさんが、アイ

ヌ歌謡を歌った映像も収録している。 

北大開示文書研究会に所属し、監督・撮影などを務めた札幌市の映像制作者、藤野知明さん（５２）による

と、上映後、イギリスから来たドキュメンタリー監督に「日本にこんな問題があるなんて知らなかった。大きな人

権上の問題だ」との感想をもらったという。藤野さんは「この受賞は、先祖の遺骨返還のため活動しているアイ

ヌの方々を勇気づける」と話した。 

２５～２６日には、東京で開催される「第１１回シューレ大学国際映画祭」、９月６日には福岡市で開催される

「福岡インディペンデント映画祭」、１０月には「札幌国際短編映画祭」で上映される予定。【日下部元美】 

https://mainichi.jp/articles/20180811/k00/00e/040/248000c 
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花崎皋平さん 「今後も書き続ける」 旭川で小熊秀雄賞贈呈式（北海道新聞）2010-05-23 07:26:00 

目録を受け取り笑顔を見せる花崎さん 

【旭川】旭川ゆかりの詩人にちなみ、優れた現代詩集に贈られる第４３回小熊秀雄賞（市民実行委主催）の

贈呈式が２２日、旭川市内で行われ、受賞した花崎皋平（はなざきこうへい）さん（７８）＝小樽在住＝に正賞の

「詩人の椅子（いす）」の目録などが手渡された。 

受賞作の長編物語詩「アイヌモシリの風に吹かれて」（小樽詩話会）は、アイヌ民族の歴史を自分史と重ね、

平易な言葉と落ち着いた表現で描いた点が評価され、応募作７８点から選ばれた。 

実行委の松田忠男会長から正賞目録と副賞３０万円を受け取った花崎さんは、受賞作の一部を朗読した

後、「人生の恩人である有珠のコタンの漁師との交流からできた作品。受賞を契機に、これからも詩や社会哲

学を書き続けていきたい」と述べた。 


